
昭和57年度組織学会研究発表大会ブログラム

5月 29日 (■l・ 30日旧) 松山商科大学

第  1  会  場
5月 29日田
〔午前〕10:20～ 12:00(報告35分 ,質疑応答・コメント15分 )

司会 京都府立大学  田  尾  雅[ 夫

OQWLの規定要因およびその振興策の有効性について

関西大学 泉 井   力
○「人間尊重の経営理念」

――一ヨハネ・パウロ2世教皇の新回勅

「労働について」を中心に

上智大学 山 田 経 三

コメンテーター 産業能率大学  /Jヽ  質F ttl 明

〔休憩・理事会〕12:00～ 1:00

〔午後〕1:00～ 2:40 司会 横浜国立大学  稲  葉  元  吉

○組織有効性に関するモデレータ変数タイプの識別分析

明治大学 稲 川 和 男
コメンテーター 防衛大学校 野 中 有6次良5

0組織の意思決定 一 J.G.マーチのゴミ箱モデルを中心にして一一

法政大学 遠  田 雄 志

(休憩 2:40～ 2:50)

2:50-4:30

司会  神戸大学 占 部  都  美

○
組 織 学 習

一
一

そ の 概 念 と 問 題 点

―

一

専 修 大 学
大 滝 精

一

コメンテーター 神戸大学 吉 原 英 樹

○「境界コントロール」概念について

松山商科大学 三 好 和 夫

4:30～

会員総会 (5号館56番教室)

5:30～

懇 親 会 (本館6Fホ ール)



第  2
5月 29日田
〔午前〕10:20～12:oo             司会 桃山学院大学 植 村 省 三
〇都市政府組織の問題解決法 一 予算決定

へのコンピユー

タ・シミユレーシ ヨンの適用
―

近畿大学 小 沢 善 雄

○地方行政官僚制における組織変革の実証的分析

東京理科大学  田  中  豊  治

コメンテーター 東洋大学 大 川 信 明

〔午後〕1:00～ 2:40               司会 明治大学 山 田 雄 一
〇研究所のメタ・マネジメント

三菱電機  馬  場  準  一

柳 下 和 夫

野 明 宏 亘

○研究開発管理における個人と組織 ―切晩テーマの切

り捨て問題をめぐつて
一 滋賀大学 森   俊 治

コメンテーター 京都大学 赤 岡   功
(休憩 2:40～ 2:50)

2:50^-4:30

司会 東京大学 岡 本 康 雄

○我国の トップ0マ ネジメント組織の構造と特徴

松山商科大学 塩 次 喜代明
コメンテーター 慶応義塾大学 奥 オ寸 日召 博

○「日本の企業における重複統制」Overlaid ContrOl

in Japanese Fir鵬                 関西学院大学  萬  成    博

ブラウン大学  ロバート0マーシュ

4:30～

会 員 総 会

5:30～

懇   親    会

▲
〓



△
〓

5月 30日 lE)
〔午前〕9:30～ 12:00 司会  九州大学 川 端 久 夫
○経営組織の賦活消耗現象と自然体系との連関作用 (Ⅱ )

CoI.バーナードの協働体系の科学的探究

肝 ルヾ・システムズ 鈴 木 圭 一

〇
「 現 代

企 業

の
技 術 革 新 」 一 一

暉 新 過 程
に お け る 判 職 行 動

―

一 一

○不確実性下の管理システムの有効性

〔休憩 0理事会〕12:00～ 1:00

〔午後〕1:00～ 2:40

0戦略的経営における管理者行動

○企業規模と管理間接部門

(休憩 2:40～ 2:50)

2:50^-4:30

司会

○インセンティブ 0シ ステムの特徴とその比較

○システムの要件充足と組織の動態化

一――地方都市・私鉄 I企業の意識調査を手がかりとして一一一

東京大学 月ヽ  山
コメンテーター ー橋大学 榊 原

筑波大学 高 橋
コメンテーター ー橋大学 宮「 り||

和 伸
清 貝J

夫

男

伸

公

司会  一橋大学

和歌山大学

東京工業大学

り||

F]

堀 内 正 博

男

　

巳

公

　

正

宮

　

西

横浜市立大学

横浜市立大学

森 本 三 男

吉 り‖ 智 教

松山商科大学

松山商科大学

横 山 知 玄

宮 崎   満共同研究者



第  二
5月 30日 lE)
〔午前〕9:30～ 12:00

司 会  立 教 大 学  土  方  文 一
郎

○組織における情報システムの位置について
一―― システム論的観点から見た情報システムと他システムとの関係 ―――

青山学院大学 森  川  信  男

○パ ワー ・ エ リー トの 決 断 と行 動
―
トップ経営者が師事する安岡帝工学― ―

現代ビジョン 佐 高   信
○中華人民共和国における産業社会学的研究の展望

立教大学 田 辺 義 明
〔休憩・理事会〕12:00～ 1:oo

〔午後〕1:00～2:40 司会 上智大学 佐 々木  尚 人
○ 多 国 籍 企 業 分析 の統 一 的 視 角

――一多国籍企業の規制に関連させて 一―― 東 京 大 学 姉 り|1知 史
コメンテーター 神戸商科大学 安 室 憲 一

〇海外統括組織 について一――とくにオランダ企業を中心にして一――

九ノ‖産業本学 宮 坂 義 一

コメンテーター 東 洋 大 学 小 林 幸一郎
(休憩 2:40～ 2:50)

2:50^v4:30

司会 立教大学 三 戸    公
○「 比 較 経 営 文 化 論 」― 一 日本的経営の文化的側面― ―

欄日本コンサルタント・グループ 後 藤 哲 彦

コメンテーター 東洋大学 大 り‖ 信 明
○日本の社会文化の基本的特質と国際経営の原型

駒沢大学 武 田   康

▲
〓




